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理科系 

選択 １ 

 

目     標 

自然と人間生活とのかかわり及び科学技術が人間生活に果たしてきた役割に

ついて理解する。身近な事象・現象に関する観察・実験などを通して，科学技

術の発展と人間生活とのかかわりについて理解を深める。科学の基本的な概念

や原理・法則を学び，科学的な見方や考え方を養う。科学技術の在り方につい

て市民が意思決定するために必要な科学的な知識，能力，態度を身につける。 

教  科  書 科学と人間生活 （東京書籍） 

副  教  材 ニューサポート 科学と人間生活 （東京書籍） 

授 業 形 態 講義形式で行う。 

評 価 規 準 

＜知識及び技能＞ 

・自然の事物・現象について，基本的な概念や原理・法則を理解し，知識を   

身に付けている。 

・観察，実験を行い，基本操作を習得するとともに，それらの過程や結果を   

的確に記録，整理し，自然の事物・現象を科学的に探究する技能を身に付け

ている。 

 

＜思考力・判断力・表現力＞ 

・自然の事物・現象の中に問題を見いだし，探究する過程を通して，事象を   

科学的に考察し，導き出した考えを的確に表現している。 

 

＜主体的に取り組む態度＞ 

・自然の事物・現象に関心や探究心をもち，意欲的にそれらを探究しようと  

するとともに，科学的態度を身に付けている。 

評 価 方 法 
小テスト，単元テスト，授業への取り組み状況等を考慮し，総合的に判断し

て評価する。 

学習上の留意点 

知識を確実に習得するために，授業には集中して積極的に取り組んでくださ

い。予習・復習を行うことで知識は定着していきます。教科書をしっかり読ん

で重要語句を確実に理解してください。２年時では化学分野・生物分野を学習

しました。３年時では物理分野・地学分野を学習します。エネルギーや自然災

害など，現在，我々が直面している問題を扱います。自分自身や自分を取り巻

くすべての現象，そして未来に関心をもったとき，どのように対象を捉え，得られ
た情報をどのように組み立て，人と共有していくのか，科学と人間生活を通して，

その道筋を学びましょう。 
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